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西暦 年号 定店 出茶屋 茶筅
竈(かまど)









































4 8 5 ᴷ 3 0 4 4
5 5 7 ᴷ 0 1 13 0
5 8 8 ᴷ 1 4 9 1
13 12 15 ᴷ 9 6 7 0
7 9 11 ᴷ 9 3 4 0
21 23 38 ᴷ 30 2 14 0
9 36 5 ᴷ 15 7 4 10
7 9 1 ᴷ 9 2 3 1
7 33 5 1 27 9 1 1
3 25 2
湯気薬罐
0 21 2 3 2〇 ×
6 37 0
腰高台
1 38 7 23 2 3 3〇 ×
7 51 1 (2) 40 12 43 9 13 16 5 5
14 39 1 18 14 26 23 18 20 2 5 5
15 25 2 18 6 21 13 15 4 2 10 3
12 40 1 16 8 24 22 12 14 1 7 6
7 9 0 5 4 8 8 3 6 1 2 2
13 96 1 68 12 78 23 54 11 4 21 8
7 44 0 37 8 39 9 21 8 0 11 7















































































































































































































































































































































































な刊本のものを集めた。明和期①と②には湯気薬罐(②期 No. 9，図 6右下)


















































































































































3 4 4 5 5 5 5 5
比
率
湯気薬罐 × × × × × × × × 0/8
木 箱 竈 × 〇 × × × × × × 1/8
腰 高 台 × × × × × × × × 0/8
明和②期(1769～72)
9 10 11 12 13 14 15 16 17 18
明
和
6 6 6 6
6
･
7 7 7 7 8 9
比
率
〇 × × × × × × × × × 1/10
× × × × × × × × × × 0/10
























湯気薬罐 ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ × × × × × × × × ᴷ × × ᴷ × 0/17
木 箱 竈 ᴷ ᴷ ᴷ ᴷ × × × × × × × × ᴷ × × × × 0/17




















19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
安
永
元元 3 3 4 6 6 8 8 8 8 9 9
比
率
× × 〇 × 〇 × 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 8/13
× × × × 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 〇 〇 8/13
× × × × ᴷ × ᴷ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 6/13
B群(1769～)





× × × 〇 〇 〇 〇 〇 5/8
〇 〇 〇 × × × 〇 〇 5/8



















湯気薬罐 × 〇 〇 〇 〇 × ᴷ 〇 〇 〇 8/11
木 箱 竈 〇 × × × 〇 × 〇 〇 × × 4/11
腰 高 台 × × × × 〇 ᴷ ᴷ 〇 × × 1/11
乙群(1772～80)




















× 〇 〇 ᴷ 〇 〇 〇 〇 6/8
× 〇 〇 〇 〇 〇 ᴷ 〇 6/8























































































































































































































































明和 6年(1769) 後ろ手 炉上 上方 ⽝休息百人一首⽞喜撰法師
(59)
明和 8年(1771) 後ろ手 炉上 上方 三代吉文字屋市兵衛⽝女芸文
三才図会⽞一・五編
(60)
天明頃 後ろ手 炉上 江戸 宝嘉僧⽝誰が袖日記
(61)
⽞











































































































( 3 ) 菱川師宣⽝大和名所鑑⽞上之巻(万屋清四郎刊)，曲亭馬琴⽝燕石雑誌⽞巻
之三(文化 7年，1810)に引用する。塚本哲三編⽝骨董集・燕石雑誌・用捨
箱⽞(有朋堂文庫84，1918年)398頁。
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瑠璃正本集加賀掾編⽞第一(1989)416頁。
( 5 ) 吉田半兵衛⽛好色あを梅⽜巻一(貞享 4年，1687)十八葉オモテ，⽝古典文
庫⽞第462冊，(1985年)37頁。
( 6 ) 喜多村筠庭⽛嬉遊笑覧⽜巻10(文政13年，1830)，岩波文庫⽝嬉遊笑覧⽞
(四)(2005年)361・362頁。




( 8 ) 越智久為⽛反古染⽜(寛政 7年稿了か，1795)，⽝続燕石十種⽞第 1冊(1908
年)180頁。


















































































































































































(31) 森銑三⽝明治東京逸聞史⽞ 1 (東洋文庫135，1969年)364頁。
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(39) 秋里籬島⽛拾遺都名所図会⽜中冊巻 2 (天明 7年，1787)，京都叢書刊行会
編⽝京都叢書⽞第43巻(1916年)所収，100頁。
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